



開 会 挨 拶 
 
一般財団法人霞山会理事長 池田 維 
































































































































































































































開 会 挨 拶 
 
愛知大学理事長・学長 川井 伸一 
















































































































































































一般財団法人霞山会評議員、元駐瀋陽総領事 松本 盛雄 




































































































































次に中国の WTO 加盟。これは実は 1987
年から交渉が始まって、2000 年まで 14 年





































































































































































































































































































國學院大學講師 栗田 尚弥 
























































































































































































































































































は 1940（昭和 15）年の 2 月です。 
米内山さんの論文が載ったのは『外交時
報』の 2 月号ですから、1 月ごろには出て
いると思いますが、これから斎藤は大いに




















































































































































































静岡県立大学名誉教授 嵯峨 隆 



































































































































































































































































































































































































































愛知大学教授、愛知大学東亜同文書院大学記念センター長 三好 章 






















































































































































































































































































































































































































































































































































































総   括 
 
東京国際大学教授、一般財団法人霞山会評議員 伊豆見 元 






















































































け止めていくかということが 1 つです。 
 もう 1 つは、かつての日本と中国の関係
で言いますと、上に立つ日本、先に発展した
日本が一方で中国に対してその発展を促す、
あるいは協力するという姿勢が常にあった
のだろうと思います。それはとりわけ 1979
年以降、中国が新たに改革開放政策を取っ
て進み始めてきた後、日本は中国を一方で
支援し、協力し、いい方向に変化することを
助けるということをずっとやってきました。
でも今、立ち位置が逆転して中国は日本に
対してどういう対応を取ってくるのでしょ
うか。重要なのはわれわれがまず現実を受
け止めて、強大化した中国がわれわれにど
う対応してくるのかを考えていくことなの
だと、きょうこのシンポジウム全般を通じ
て、皆様方のご議論を聞きながら改めて考
えたところです。 
 総括という形でお示しできるかどうかわ
かりませんけれども、日中関係の未来とい
うものを考える上できょうのシンポジウム
からわれわれが得られるものが何であった
かということになれば、そういうことが言
えるのではないかと思います。 
 また、きわめて個人的なことではござい
ますが、私の祖父は東亜同文書院の 10 期生
ですので、きょうの話をいろいろ伺ってお
りますと、祖父のことをいろいろ考える機
会にもなりました。戦争で亡くなった祖父
と私は直接会ったこともありませんが、東
亜同文書院で学んだ話を一度直接聞いてみ
たかったものです。自分自身が現在、また将
来の日中関係を考える上で、もしかしたら
さまざまな示唆も得られたかもしれないと
いう感想を抱きました。 
 いずれにせよ、過去から学ぶということ
は常に重要であります。しかし、私が今日感
じたことは、根本的な構図が完全に変化し
ているということでありまして、いわば 20
世紀からの延長上に日中関係を考えるとい
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うことは、もはやできなくなっているとい
う印象を強く持ちました。 
 簡単ではございますが、以上を私なりの
総括ということにさせていただきます。あ
りがとうございました。 
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